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 社会基盤分野 TOPICS Infrastructure
　居眠り運転による交通事故を低減することは、大きな社会的要求となっている。東京大学 金子成彦教
授らによる産学協同の研究グループ 「入眠予兆研究会」は、入眠予兆検知着座センサーを設置した居眠
り運転防止の座席シートを開発したと発表した。この研究グループは、入眠予兆の生体信号が、入眠状態
になる10分程度前に、脈波や呼吸数のゆらぎとして表れることを突き止めた。開発された座席シート
には、磁気回路センサーと圧力センサーが組み込まれており、運転者の腰部からこの生体信号を測定する
ことで、居眠り状態になる前に警告を発し、事故を防止することできる。この研究グループは、さらに、
飲酒状態では始動できない座席シートの研究も進めている。
トピックス3　入眠予兆検知によって居眠り運転が防止できる座席シ トー
　人間が運転する交通機関において、居眠り運転
による事故は大災害につながっており、居眠り運
転の発生低減は大きな社会的要求となっている。
　産学協同の研究グループ「入眠予兆研究会」（東
京大学 金子成彦教授、大分大学、譛島根難病研究所、
譁デルタツーリング）は、平成 16年度からC鉄
道建設・運輸施設整備支援機構が実施している運
輸部門における基礎的研究推進制度により、「入眠
予兆検知着座センサーによる居眠り運転防止技術
の開発」の研究を進めてきた。この研究グループは、
機械工学、電気工学、医学、シート設計者から構
成されており、運転手に対して入眠する直前に危
険警告または覚醒誘導させることを目的に研究を
進めてきた。
　2007 年２月に、この研究グループは、世界で初
めて、入眠予兆検知着座センサーを配置した居眠
り運転防止機能を付けた座席シートを開発したと
発表した。
　従来から、脳波・心拍変動・まばたきなどの生
体信号を計測して活用しようという試みはあった
が、この研究グループは、入眠前に生じる入眠予
兆として、入眠状態になる 10分程度前に一定の前
兆信号注）が脈波や呼吸数のゆらぎに表れることを
突き止め、座席シートに応用した。座席シートに
組み込まれた磁気回路センサーと圧力センサーに
よって、運転者の腰部から、心拍と呼吸状態を生
体信号として測定し、居眠り状態になる前に警告
を発し、居眠り運転事故を防止する。さらに、こ
の座席シートは以下の特徴を有する。
蘆 運転手の体に測定装置を取り付けることなく、
運転席に着座するだけで生体信号を測定できる。
蘆 路面からの振動を、シートの骨格と運転手を支
持するばね系との間で減衰させ、生体信号測定
への影響を排除している。
蘆 センサーは小型であり、この座席シートは、一
般の座席シートと同じ大きさである。
　また、基礎的な知見として、次の点も明らかに
されている。
蘆 入眠前の筋肉運動量が大きいほど、入眠潜時（入
眠予兆が現れて入眠状態になるまでの時間）は
短くなる。
蘆 最もリラックスした着座姿勢は、背もたれ角度
が33度程度である。
　この研究グループは、飲酒状態で現れる特徴的
な脈波や呼吸状態などの生体信号の研究も進めて
おり、このような生体信号を解明できれば、飲酒
状態で車が始動できない飲酒運転防止シートも開
発できると期待されている。
注：入眠状態になる 10分程度前に末梢血管の血液量が一定
のパターンで増える前兆現象を、当研究において末梢血流
測定等により突き止めた。
居眠り運転防止シート（着座センサー付き）
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